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「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 13(とよおか),豊岡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 13(いちきゅうにいごお),1925)」（愛称：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 13(にいごお),25)）オープン
～市庁舎がスイーツの館に変身～
旧豊岡市役所南庁舎別館が、お菓子をテーマとした「豊岡1925」に生まれ変わり、４月にオープンする。

　

Ⅰ　豊岡１９２５概要
　１　目的
⑴　昭和９年に建てられた近代化遺産である旧豊岡市役所南庁舎別館の文化的価値を生かし、新しい市街地の顔として、「お菓子」をテーマにした賑わい拠点施設とする。
⑵　「かばん」の拠点施設「トヨオカ カバン アルチザン アベニュー」などと連携し、まちなかの集客・回遊性を高め、地域経済に広く好影響が及ぶことを目指す。

２　整備概要

　⑴　昭和９年に兵庫縣農工銀行豊岡支店として建築（設計：渡辺　節）され、国登録有形文化財（建造物）に登録（平成18年11月29日）されている建物を改修整備
⑵　整備後の施設の運営は、「公募型プロポーザル方式」により「一般社団法人ノオト」（篠山市）を選定。市は、提案された整備計画に基づき、実施設計と改修工事（平成25年２月～平成26年３月）を実施
　⑶　総事業費　　約１９６，０００千円
３　施設概要　　
⑴　所在地　　　　
豊岡市中央町１１番２２号
⑵　敷地面積 　　
1206.62㎡
⑶　建物面積 　　
地階面積　43.8㎡、１階床面積　488.6㎡、２階床面積　287.6㎡　

計　820.0㎡（248.5坪）
⑷　コンセプト
「1925年頃の駅舎」をイメージ。旅人が人生のひと時のすきまに身を置く……来場者がそのように体感する「時空の駅」を演出
⑸　機能

ア　菓子の販売
菓子の神「タジマモリ」を讃えて、地元と世界のスイーツを販売するほか、年間を通して「お菓子イベント」を企画・開催
イ　カフェ・レストラン
「1925年」をコンセプトとした飲食を提供
（例：1925年に誕生したオムライス、カツレツ、ミルクセーキなど）
ウ　宿泊

コンセプト「昭和の豊岡に泊まる、となりの銭湯に通う、商店街に遊ぶ」
客室は、１階２室、２階３室の計５室
エ　２５ＢＡＲ
地下に配置。地ビールやハイボールの他、橘を使ったカクテルなどを提供
※　レイアウトは、別紙設計図面等参照

⑹　指定管理者
　　一般社団法人ノオト（代表理事　金野幸雄）
Ⅱ　オープンセレモニー・イベント
１　日　時
４月１８日（金）午後１時～　（第４回菓子祭前日祭の前日）
２　主な内容
⑴セレモニー（午後１時～）
テープカット
お菓子のプレゼント
⑵　菓子販売・飲食提供開始（午後１時30分～）
ア　オープン記念として、下記の菓子を販売する。

　　　　(ｱ)　橘を使ったコンフィチュール等オリジナル商品の販売
(ｲ)　文筆家 甲斐みのりさんセレクトの菓子等の展示販売等（～５月６日）

(ｳ)　記念マカロン販売（ １ヶ月間）
⑶　古澤　巌「奉納コンサート」（開演時間は未定）
　　　ヴァイオリンの演奏
Ⅲ　内覧会
オープニング当日（４月18日）の午前中に、報道関係者対象の内覧会を開催する。
〔問合せ〕豊岡市環境経済部環境経済課 ℡0796-23-4480
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人ノオト　℡079-552-7373
資料　２　
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